
 

 

 

 

 

 

 

  ＡｂｓｏＣｏｅｆＳｅａｒｃｈソフトウエア 

 

 

 

 

  

 このような極点図を扱う。  このような極点図は扱えません。 

 

 

 軸配向では吸収の影響で、極点図の中心より外側に向かって徐々に強度が強くなります。 
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概要  

 １軸配向極点図の吸収補正は非常に微妙な補正である。 

 本ソフトウエアでは、軸配向極点図のＴＸＴ２データから最適な軸配向として分散が最小となる 

試料の厚さを極点図と吸収係数から計算するソフトウエアである。 

化合物の吸収係数を計算で求めています。バックグランド削除は必要ありません。 

 質量吸収係数などは、International Tables for X-ray Crystallographyを参考にしているリガク 

 Ｘ線回折ハンドブックを参考にしています。 

 

ソフトウエアの起動 

 C:¥CTR¥bin¥AbsoCoefSearch.jarを直接起動 

 

ODFPoleFigure1.5(2)の ToolKit->PoleOrientationToos 

  

 

 

 

 

 

 



ソフトウエアの使い方 

  １．材料の選択     化学式の入力 化合物の吸収係数計算 

 

 ２．ODFPoleFigure1.5(2)で作成した TXT2ファイルを選択 

  材料の線吸収係数が表示される。表示されない場合は手入力 

  あるいは、１．０を入力し、吸収係数＊厚さを計算する。 

 

 ３．対称軸の選択（吸収計算のため、対称軸に対し平均化を行う） 

  の場合、対称軸はＲＤ 

 

 ４．材料の厚さを計算（軸配向として分散が最小の厚さを計算）し表示 

 

 ５．吸収補正のＴＸＴ２を計算 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

解析例  

 

 C2H4の吸収係数と２θ角度が表示される 

 

 

 SearchThicknessで試料の厚さが計算される。 

 AbscalcPoleFigureで計算された TXT2ファイルの作成と極点図表示 

計算されたデータは ABSCALCホルダに作成 

ODF解析などの複数解析では、計算された試料厚を入力し計算する。 



  

 

Calc->Connectで 

 

 

軸配向完全極点図に補正されます。 

PFRotationで TD軸に９０度回転で 

 

 

 ODFで解析する場合、PFtoODF3経由でどちらでも入力できます。 

 


